
◆ 活発なディスカッションの学年発表会

日(火)午後 年生は｢総合的な学習の時間｣等で、様々な社会問題について3 2
調べ学習を行い、その成果をまとめて発表し、討論する｢学年発表会｣が行われ
ました。全生徒が７分野(環境、社会、国際、教育、福祉、医療、情報化)から
一つのテーマについてレポート(小論文)を作成し、テーマごとに１２の分科会
に分かれて、レポート発表と話し合いを行いました。

レポート作成には悪戦苦闘している姿も見られましたが、分科会では自分の
考えを発言し、意見交換やディスカッションといった日頃の授業では経験出来
ないことに積極的にチャレンジしていました。｢社会への視野が広がった｣とか、｢調べたことを人前で発表し
たり、他の人の意見を聞くことが面白く、貴重な体験であった｣等の事後感想が目立ちました。

◆ 良き思い出に残る沖縄修学旅行

日(水)～ 日(金)２泊３日の行程で、沖縄修1年生は、４ 6
学旅行に行ってきました。初日は、ひめゆりの塔、平和祈
念公園及び壕(ガマ)を訪れる平和学習で、７０年前の悲し
く残酷な沖縄戦の話を、生徒皆が真剣に聴講しました。説

、明していただいた方からは聞く態度がとてもよかったので
説明に力が入りましたと褒めて頂きました。２日目は、各
クラス単位で、シーカヤック体験、シーサー作り、美ら海
水族館、今帰仁城、海岸観察等の沖縄の自然や伝統文化に
ついての体験学習を行い、夕食後には沖縄アクターズスク
ールの生徒たちとのダンス交流会で、楽しい時間をすごしま
した。最終日の３日目、各班４人ずつのタクシープランで、
国際通り、アメリカンビレッジ、首里城等の観光をした後、
那覇空港より、帰路につきました。日程的にはタイトな修学
旅行でしたが、天候の大きなくずれもなく、友情も深めるこ
とができ、全員が満喫した良い思い出となりました。

２７年度からの 「６５分授業」の試行 New◆

(木)・ 日(金)の２日間、次12 13
年度から導入される 分授業の65
試行が行われました。教員側の授
業改善への創意工夫とともに、生
徒が授業に望む姿勢や意欲を改め
ることが求められます。二日間で
全教員が研究・公開授業を行い、
金曜日の放課後には集中的な授業
検討会が行われました。生徒には
事後アンケートが行われ、課題や改善点を探りました。

、次年度からの 分授業にスムーズにステップアップできるように65
来月 日～ 日も同様な試行授業を予定しています。16 18

◆ やさしい英会話教室お疲れ様でした

今年で発足２０周年を迎えた湯浅町国際文化交流会に、本校が協力
して開催している｢やさしい英会話教室｣全１２回の閉校式が 日(火)、24
に行われました。

教室は、本校ＦＬＴのマルコス・チャベスさんと本校英語科教員が
講師となり、地域の子どもたちを含めた老若男女が生徒となって、日
常英会話を楽しむ教室です。閉講式では、本校校長が「国際共通語で
ある英語によるコミュニケーション能力の向上を目指し、世界の国や
人々の良さを知り、同時に日本や湯浅の素晴らしさを発信していって
ほしいと願っています（中略 」と挨拶され、マルコス先生から受講生）
全員に修了証が手渡されました。
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